
加盟店（販売店）は、自社に適用されるインター
チェンジフィーの料率が分かる

⇩
加盟店による加盟店手数料の交渉材料に

⇩
加盟店と加盟店管理会社間の加盟店手数料の交渉が
活発化

⇩
国際ブランド３社（Mastercard、Union Pay(銀聯)、

Visa）の加盟店手数料の引下げが期待

加盟店手数料の内訳が不明
✓ 加盟店管理会社からどのくらいの

割合がカード発行会社に支払われ
るのかは、加盟店には把握不能

✓ 手数料率の交渉は困難

（公開後）

インターチェンジフィー（カー
ド発行会社に支払われる手数
料）の割合が明らかに

この部分の料率の交渉が可能に
加盟店手数料
(販売店の売上
の平均2.70％)

内訳が明らかに
✓ 加盟店手数料のうち、カード発行

会社に支払われるインターチェン
ジフィーの料率が明らかに

✓ 手数料率の交渉が容易に

クレジットカードのインターチェンジフィーの標準料率の公開について

✓ 国際ブランド３社（Mastercard、Union Pay(銀聯)、Visa）のインターチェンジフィーの標準料率の公開によって、
クレジットカードや、他のキャッシュレス決済の加盟店手数料の引下げが期待される

インターチェンジフィーとは

• 国際ブランド３社のカードが使用された際に、クレジットカード会社
間で発生する手数料

• 加盟店管理会社（アクワイアラ）からカード発行会社（イシュア）に
支払われる

• インターチェンジフィーの標準料率は、各国際ブランドが独自に設定

• 他の国際ブランドでも同様の手数料（イシュア手数料）は存在するが、
標準料率の設定はなし

標準料率の公開による効果

国際ブランド３社（Mastercard、Union Pay(銀聯)、Visa）の標準料率が公開されると…

さらに…
Mastercard、Union Pay（銀聯）、Visaの加盟店手数料が引下げ

⇩
３社以外の国際ブランドの加盟店手数料の引下げも期待

クレジットカード全体の加盟店手数料が引下げ
⇩

他のキャッシュレス決済の加盟店手数料の引下げも期待

（現状）


